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小
坂
町
で
は
人
口
減
少
が
進
ん
だ
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
課
題
解
決
力
の
低

下
や
福
祉
保
健
分
野
に
お
け
る
支
援
体

制
の
維
持
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
近
年
は
住
民
の
働
き
方
や
住

ま
い
方
が
多
様
化
し
、
複
雑
さ
を
増
す

支
援
ニ
ー
ズ
に
も
早
期
に
対
応
す
る
必

要
に
も
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

平
成
29
年
度
に
小
坂
町
福
祉
総
合
計
画

（
地
域
福
祉
計
画
に
相
当
。
平
成
30
年
４

月
施
行
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

包
括
的
相
談
支
援
体
制
の
構
築
は
、

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
30
年
７
月

に
ま
る
ご
と
支
援
班
（
小
坂
町
多
世
代

型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ま
る

ね
っ
と
」）
を
設
置
し
た
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
制
度
が
異
な
る
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
障

害
者
相
談
支
援
事
業
所
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
５
つ
の
機
能
を
一
体
化
し
、

生
ま
れ
る
前
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
支
援

を
一
元
化
し
た
体
制
で
行
え
る
よ
う
に

し
、
制
度
が
複
合
的
・
複
雑
的
に
絡
む

よ
う
な
支
援
ケ
ー
ス
に
も
分
野
横
断
的

か
つ
継
続
的
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
に

改
め
ま
し
た
。

ま
る
ご
と
支
援
班
を
町
の
相
談
支
援

機
関
の
中
核
に
位
置
付
け
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
行
っ
て
い
る
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
な
ど
と
連
動
性
を
持
た
せ
る
な

ど
、
町
内
外
で
支
援
に
関
わ
る
様
々
な

関
係
者
と
の
連
携
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
考
え
方
の
ベ
ー
ス
と
な
る
の

は
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
基
本
と
し
た
早

期
ア
プ
ロ
ー
チ
と
職
域
を
超
え
た
チ
ー

ム
ア
プ
ロ
ー
チ
（
協
働
に
よ
る
多
機
関

支
援
）
で
す
。
連
携
の
手
法
や
人
材
育

特集特集
包括的支援と多様な参加
・協働の推進に向けて in 秋田in 秋田

　国では、「地域共生社会の実現」に向け様々な取組みを進めています。本年７月には、有識者における検
討会（地域共生社会推進検討会）により、＂断らない相談支援＂、＂社会とのつながりや参加の支援＂、＂地域
やコミュニティにおけるケア・支え合う関係性の育成支援＂ の３つの機能を有する包括的な支援体制の整
備と多様な主体の参画による地域活動の促進が重要であることが示されました。
　その背景には、高度経済成長に伴う生活環境の向上、核家族化の進行に伴う家族機能の変容、地域にお
ける人間関係の希薄化などにより、これまでのような家族や近隣住民による助け合いの機能が脆弱化し、
地域における生活課題に対応できなくなっている地域が多くあることが挙げられ、少子高齢化の進行が著
しい本県においても同様の状況にあります（本県の平成 30 年７月現在の高齢化率は 36.3％）。
　介護保険制度など、高齢、障害といった各分野別の公的制度やサービスは拡充されてきましたが、制度
やサービスが充実しても、それらの支援対象にならない生活課題を抱える方、困っていても自ら声をあげ
ないことから専門職の目が向かない方、複数の分野にわたる課題（8050 問題のような複合的なニーズ）が
ある世帯など、困りごとを抱えながらも必要な支援に結びつかないケースが深刻な課題となっており、複雑・
多様化した生活課題への対応の難しさが指摘されてきました。「誰もが暮らしやすい地域づくり」に向けて
は、制度や分野を超えた地域の多様な機関や人材の参画を得た活動を進めていくことが重要であり、社会
福祉協議会（以下「社協」）を含めた社会福祉法人やＮＰＯ法人などへの期待は益々大きくなっています。
　本会においても地域福祉活動計画に基づき、市町村社協や社会福祉法人、施設、民間福祉関係団体等と
協働で地域共生の仕組みづくりに取り組んでいます。本誌では、これまでも地域共生社会の実現に向けた
県内各地の取組みを紹介してきましたが、今号では「包括的な支援と多様な参加・協働の推進」に焦点を
当て、独自の視点で支援を実践している行政・法人に御寄稿いただきました。今後は、これまで以上に各
地域において行政や法人等が協力して様々な支援の取組みを進めていくことが求められますので、そのヒ
ントとして御覧いただき、地域での活動に御活用ください。

行
政
の
視
点

〜
小
坂
町
〜

小
坂
町
〝
多
世
代
型
〞
地
域
包
括

　支
援
セ
ン
タ
ー
「
ま
る
ね
っ
と
」

「
ま
る
ご
と
支
援
班
」

まるごと支援班の職員
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成
な
ど
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
支
援

の
調
整
機
能
や
協
働
に
よ
る
多
機
関
支

援
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
、
深
め
て
い

く
か
を
考
え
る
契
機
と
な
っ
た
こ
と
に

非
常
に
大
き
な
価
値
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
多
機
関
支
援
は
個
別
の

ケ
ー
ス
支
援
に
留
め
て
い
ま
せ
ん
。
地

域
の
中
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
切

ら
さ
ず
、
今
あ
る
地
域
の
中
で
支
え
合

い
を
よ
り
広
げ
る
目
的
か
ら
、
地
域
の

土
壌
づ
く
り
も
併
せ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
住
民
個
々
の
生
活

状
況
の
把
握
と
社
会
参
加
の
意
識
醸
成

を
図
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
が
暮
ら

す
地
域
の
将
来
を
地
域
で
一
緒
に
考
え

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
概
ね
町
内
会

レ
ベ
ル
に
当
た
る
37
地
区
を
対
象
に
し

た
「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
交
換

会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
社
会
参
加
は

介
護
予
防
の
分
野
で
積
極
的
に
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
個
人
や
世
帯
を
取
り

巻
く
社
会
（
地
域
）
環
境
を
整
え
る
こ

と
に
よ
り
、
社
会
的
孤
立
を
な
る
べ
く

生
ま
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
の
よ
う

な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
べ
き
か
を
地

域
と
と
も
に
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
と
対
話
を
し
て
い
く
中
で

得
ら
れ
た
住
民
の
生
活
状
況
や
課
題
な

ど
は
、
先
に
述
べ
た
分
野
横
断
的
な
多

機
関
支
援
を
行
う
際
に
も
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
お
い

て
社
会
参
加
の
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
各

地
域
で
異
な
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
住
民
主
体
に
よ
る
通
い
の
場
や

助
け
合
い
の
取
組
み
も
広
が
り
つ
つ
あ

り
、
地
域
の
課
題
解
決
力
を
維
持
す
る

こ
と
に
繋
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
進
め
て
い
く
上

で
大
切
な
こ
と
は
「
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ

こ
と
」「
誰
の
た
め
か
（
本
質
）
を
考
え

る
こ
と
」「
状
況
に
応
じ
柔
軟
に
改
善
す

る
こ
と
」
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。（
小
坂

町 
福
祉
課 

町
民
福
祉
班　

三
政 

貴
秀
）

秋
田
県
が
推
進
す
る
「
一
人
の
不
幸

も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
を
実
践
す
る
藤

里
町
社
協
で
は
、
秋
田
県
社
協
か
ら
の

「
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
」

の
モ
デ
ル
地
区
指
定
を
機
に
、『
福
祉
で

ま
ち
づ
く
り
』
を
合
言
葉
に
、
独
自
の

「
藤
里
方
式
」
手
法
で
の
展
開
を
始
め
ま

し
た
。
弱
者
の
発
見
と
救
済
で
は
終
わ

ら
ず
、
支
援
す
る
人
・
さ
れ
る
人
を
分

け
ず
、
誰
も
が
参
画
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
、
法
人
全
体
で
Ｃ
Ｓ
Ｗ
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
）
機
能
を

果
た
す
と
い
う
視
点
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

○
平
成
18
年
、
地
域
包
括
及
び
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
受
託
し
、
一
体
的

な
運
営
で
総
合
相
談
体
制
を
整
え
ま
し

た
。
既
存
の
制
度
で
対
応
で
き
な
い
狭

間
の
部
分
は
社
協
Ｃ
Ｓ
Ｗ（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）が
対
応

し
、
報
告
段
階
で
は
制
度
対
象
者
別
に

分
け
る
も
の
の
、
受
付
段
階
で
断
ら
な

い
対
応
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

○
平
成
22
年
、「
こ
み
っ
と
」を
開
設
し
、

ひ
き
こ
も
り
者
等
を
対
象
に
活
躍
支
援

事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

【
情
報
提
供
の
た
め
の
訪
問
活
動
】実
態

把
握
が
困
難
と
言
わ
れ
る
ひ
き
こ
も
り

者
等
に
対
し
て
も
、「
藤
里
方
式
」は
有

効
で
し
た
。
民
間
の
社
協
が
任
意
の
事

業
を
推
進
す
る
上
で
、
何
よ
り
も
重
要

な
の
が
、
当
事
者
の
同
意
を
得
た
名
簿

を
作
成
す
る
こ
と
で
す
。
福
祉
の
対
象

者
に
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
う
人
も
多
い

中
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
障
が
い
者

等
の
同
意
を
得
て
名
簿
作
成
を
行
っ
て

き
た
手
法
の
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
１
１
３
人
か
ら
訪
問
活
動
の
了
解

を
得
て
対
象
者
名
簿
を
作
成
、
年
３
～

４
回
程
度
の
情
報
提
供
に
よ
っ
て
、
５

年
後
に
は
内
88
人
が
自
分
の
意
思
で
ひ

き
こ
も
り
状
態
を
脱
し
、
そ
の
殆
ど
が

一
般
就
職
し
ま
し
た
。

【
地
域
と
連
携
し
た
多
様
な
支
援
】お
食

事
処
の
運
営
、
キ
ッ
シ
ュ
の
製
造
販
売

等
、
多
彩
な
活
動
か
ら
自
分
で
選
択
で

き
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に「
こ

み
っ
と
共
同
事
務
所
」で
は
、
地
域
の

様
々
な
団
体
と
事
務
所
を
共
有
し
て
お

り
、
社
協
事
業
で
の
活
動
や
、
シ
ル
バ
ー

バ
ン
ク
会
員
と
共
に
地
域
で
働
く「
こ

み
っ
と
バ
ン
ク
」活
動
も
可
能
で
す
。
活

躍
の
場
が
あ
る
こ
と
、
地
域
で
対
等
の

関
係
性
を
持
つ
こ
と
が
、
一
般
就
職
率

の
高
さ
の
大
き
な
要
因
と
考
え
て
い
ま

す
。

○
平
成
27
年
、
活
躍
支
援
の
対
象
を
全

町
民
に
広
げ
て「
誰
も
が
担
い
手
に
な

れ
る
地
方
創
生
事
業
」を
開
始
し
、
人
づ

く
り
・
仕
事
づ
く
り
・
若
者
支
援
の
３

本
柱
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

【
人
づ
く
り
】平
成
29
年
、
全
世
代
が
登

録
で
き
る
プ
ラ
チ
ナ
バ
ン
ク
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
現
在
、
登
録
会
員
は
20
代

か
ら
90
代
の
３
６
０
人
で
、
体
力
に
自

信
の
な
い
高
齢
の
会
員
と
経
験
不
足
の

若
者
が
協
働
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
の

〜
社
会
福
祉
法
人

　
　藤
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
〜

「
地
域
福
祉
の
可
能
性
」

社
会
福
祉
協
議
会
の
視
点
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力
が
活
き
て
い
ま
す
。
請
け
負
っ
た

仕
事
を
複
数
の
会
員
で
実
施
し
て
き

た
こ
と
で
、
依
頼
が
着
実
に
増
え
、
人

手
不
足
の
地
元
企
業
の
一
助
と
な
り
ま

し
た
。
定
期
的
に
実
施
す
る
求
職
者
支

援
事
業（
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
等
）

は
、
町
外
か
ら
の
受
講
者
も
多
く
、
人

材
不
足
の
福
祉
現
場
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。

【
仕
事
づ
く
り
】こ
み
っ
と
発
の「
白
神

ま
い
た
け
キ
ッ
シ
ュ
」や「
こ
み
っ
と
う

ど
ん
」を
、
現
在
は
プ
ラ
チ
ナ
バ
ン
ク
会

員
が
町
の
特
産
品
と
し
て
安
定
供
給
し

て
い
ま
す
。
更
に
、
山
の
恵
み
を
活
か

し
た
伝
統
的
な
山
菜
加
工
品
を
売
り
出

し
、
山
菜
バ
イ
キ
ン
グ
や
根
っ
こ
ビ
ジ

ネ
ス
も
展
開
。
地
域
と
協
働
で
取
り
組

む
仕
事
づ
く
り
事
業
は
、
白
神
山
地
で

暮
ら
す
先
人
の
知
恵
を
語
り
継
ぐ
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

【
若
者
支
援
】平
成
27
年
か
ら
、
こ
み
っ

と
の
活
躍
支
援
事
業
を「
藤
里
町
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
し
て
町
外
に
開
放
し

て
い
ま
す
。
通
年
で
様
々
な
コ
ー
ス
が

あ
り
、
参
加
者
も
多
様
で
、
東
京
都
品

川
区
等
と
連
携
し
た
企
画
も
始
ま
り
ま

し
た
。
小
さ
な
町
限
定
だ
っ
た
ひ
き
こ

も
り
等
支
援
は
、
全
国
の
若
者
が
自
分

の
可
能
性
を
広
げ
る
仕
組
み
と
し
て
動

き
始
め
て
い
ま
す
。（
社
会
福
祉
法
人 

藤

い
ま
す
。

湯
沢
市
は
、
本
モ
デ
ル
事
業
を
契
機

に
「
市
役
所
が
ま
ず
”共
生
社
会
”に

な
る
」
を
掲
げ
、
地
域
福
祉
推
進
庁
内

会
議
を
設
置
し
、
各
課
で
把
握
し
た
住

民
の
地
域
生
活
課
題
を
「
つ
な
ぎ
シ
ー

ト
」
で
市
役
所
福
祉
課
に
つ
な
が
る
体

制
を
つ
く
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
行
政
、
支
援
関
係
機

関
等
か
ら
な
る
「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
サ

ポ
ー
ト
体
制
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、

市
内
の
地
域
生
活
課
題
が
市
役
所
福
祉

課
に
つ
な
が
る
包
括
支
援
体
制
づ
く
り

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
地
域
共
生

社
会
と
は
何
か
」
を
関
係
機
関
が
共
有

す
る
取
組
み
で
す
。

里
町
社
会
福
祉
協
議
会 

事
務
局
長 

菊

地 

孝
子
）

国
は
、
地
域
共
生
社
会
に
向
け
た
地

域
の
体
制
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
法
第

四
条
に
第
二
項
を
追
加
し
、
地
域
住
民

が
地
域
で
困
っ
て
い
る
人
（
地
域
生
活

課
題
）
を
発
見
し
た
ら
、
地
域
の
様
々

な
支
援
を
行
う
機
関
（
支
援
関
係
機
関
）

と
連
携
し
て
解
決
を
図
る
よ
う
留
意
す

る
も
の
と
規
定
し
ま
し
た
。
そ
の
支
援

関
係
機
関
の
責
務
を
同
第
百
六
条
の
二

に
規
定
し
、
こ
う
し
た
機
関
が
地
域
で

十
分
に
機
能
で
き
る
よ
う
市
町
村
は
地

域
の
包
括
的
支
援
体
制
の
整
備
に
努
め

る
よ
う
同
第
百
六
条
の
三
に
定
め
ま
し

た
。湯

沢
市
で
は
厚
生
労
働
省
か
ら
「
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
包
括
的

支
援
体
制
構
築
」
モ
デ
ル
事
業
の
指
定

を
受
け
、
当
法
人
が
事
業
を
受
託
し
て

地
域
共
生
社
会
と
は
、
地
域
で
困
っ

て
い
る
人
が
、
必
ず
つ
な
が
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
で
孤
立
し
な
い
、
排
除
さ

れ
な
い
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
地

域
住
民
が
共
に
生
き
て
い
け
る
社
会
を

構
築
す
る
地
域
づ
く
り
を
共
有
す
る
こ

と
で
す
。

介
護
保
険
や
障
害
福
祉
な
ど
の
制
度

の
専
門
職
だ
け
で
解
決
で
き
る
地
域
生

活
課
題
な
ら
今
ま
で
ど
お
り
の
仕
組
み

で
よ
い
の
で
す
が
、
複
数
の
課
題
を
抱

え
て
い
る
世
帯
は
、
制
度
単
独
の
介
入

で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
専
門
職
等

を
招
集
し
、
世
帯
全
体
を
包
括
的
に
調

整
す
る
相
談
支
援
包
括
化
推
進
員
を
配

置
し
た
こ
と
で
、
制
度
専
門
職
で
は
解

決
で
き
な
か
っ
た
世
帯
の
課
題
を
多
機

関
協
働
に
よ
り
解
決
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
湯
沢
市
で
は
二
年
間
で

16
件
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
人
口

四
万
五
千
人
の
湯
沢
市
で
、
既
存
制
度

だ
け
で
は
解
決
の
目
途
が
立
た
ず
、
悩

ん
で
い
た
世
帯
が
16
件
あ
り
、
解
決
の

目
途
が
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

湯
沢
市
の
特
徴
と
し
て
、
第
一
に
、

相
談
支
援
包
括
化
推
進
員
に
は
、
制
度

〜
社
会
福
祉
法
人
雄
勝
な
ご
み
会
〜

「
地
域
共
生
社
会
の

　
　
　実
現
に
向
け
て
」

社
会
福
祉
法
人
の
視
点

（寄稿者作成）
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の
背
景
を
も
た
な
い
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
（
専
門
職
等
の
指
導
助
言
者
）
を

配
置
し
た
こ
と
で
す
。
制
度
の
背
景
を

持
つ
人
が
こ
の
職
に
就
く
と
、
そ
の
制

度
の
背
景
で
解
決
し
て
い
き
が
ち
に
な

る
か
ら
で
す
。

第
二
の
特
徴
は
、
相
談
支
援
包
括
化

推
進
会
議
で
す
。
こ
の
会
議
は
、
世
帯

の
課
題
分
析
で
必
要
と
さ
れ
た
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
り
、「
解
決
に
向
け
た
方

針
」
を
決
め
、
世
帯
に
関
係
す
る
多
機

関
の
中
か
ら
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
決
め
ま

す
。
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
そ
の
世
帯
の
情

報
を
束
ね
、
多
機
関
・
多
職
種
と
そ
の

情
報
を
共
有
し
、
解
決
に
向
け
た
方
針

に
基
づ
い
て
、
同
じ
説
明
の
仕
方
（
共

通
言
語
）
で
行
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、

家
族
も
理
解
し
や
す
く
解
決
に
向
か
っ

て
い
け
る
か
ら
で
す
。

地
域
共
生
社
会
の
基
本
は
、
生
活
困

窮
者
制
度
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
断
ら

な
い
相
談
」
で
は
な
く
、「
つ
な
が
る
」

相
談
で
す
。
湯
沢
市
で
も
生
活
困
窮
者

相
談
支
援
機
関
か
ら
つ
な
が
る
相
談
が

あ
り
ま
す
。
制
度
の
背
景
を
も
た
な
い

専
門
職
設
置
を
想
定
し
、
厚
生
労
働
省

で
地
域
共
生
社
会
の
原
型
を
担
当
し
た

私
の
構
想
を
湯
沢
市
で
実
践
し
て
い
ま

す
。（
社
会
福
祉
法
人
雄
勝
な
ご
み
会 

事
務
局
長 

佐
藤 

博
）

な
し
」「
身
寄
り
な
し
」「
生
活
困
窮
」「
触

法
」
で
す
。
平
成
26
年
か
ら
令
和
元
年

７
月
ま
で
の
相
談
受
付
件
数
は
７
２
９

件
、
う
ち
「
住
居
な
し
」
は
１
９
３
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
行
政

か
ら
の
委
託
事
業
で
総
合
相
談
事
業
を

行
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
法
人
内
の

他
の
事
業
か
ら
得
ら
れ
た
収
益
を
活
用

し
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉

士
等
の
専
門
職
を
配
置
し
運
営
し
て
い

る
た
め
、
経
営
は
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
地
域
か
ら
の
求
め
が
あ
る
限
り
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
は
地
域
で
活
動
す
る
上
で

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。「
地
域

に
あ
る
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、

無
い
も
の
は
創
る
」
で
す
。
地
域
に
あ

る
資
源
と
は
、
法
律
や
各
種
制
度
、
地

域
住
民
や
町
内
会
、
福
祉
施
設
や
企
業

に
至
る
ま
で
全
て
が
資
源
で
あ
り
、
地

域
課
題
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
活
か
す
こ
と
で
多
く
の
地
域
課

題
は
解
決
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
資
源
を
結
び
合
わ
せ
て
今

ま
で
な
か
っ
た
枠
組
み
を
創
り
出
す
こ

と
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
活
動
の
根
っ
こ

に
あ
る
想
い
で
す
。

ト
ー
タ
ル
ラ
イ
フ
支
援
事
業
結
い
の

手
（
以
下
「
結
い
の
手
」）
を
紹
介
し

ま
す
。
結
い
の
手
は
身
寄
り
の
無
い
方

あ
き
た
結
い
ネ
ッ
ト
は
「
秋
田
県
で

困
っ
て
い
る
人
を
な
く
そ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
平
成
25
年
10
月
に
法
人

認
証
さ
れ
た
団
体
で
す
。
法
人
の
役
員

５
名
す
べ
て
が
現
役
の
福
祉
職
と
し
て

活
動
し
て
い
る
福
祉
専
門
職
の
団
体
で

も
あ
り
ま
す
。

現
在
は
「
総
合
相
談
窓
口
」
と
し
て

行
政
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、

弁
護
士
、

警
察
な
ど

多
種
多
様

な
機
関
か

ら
の
相
談

を
受
け
付

け
て
い
ま

す
。
寄
せ

ら
れ
る
相

談
の
多
く

は
「
住
居

の
身
元
保
証
や
金
銭
管
理
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
事
業
で
す
。
様
々
な
理
由
で
頼
れ

る
身
寄
り
が
い
な
い
方
は
、
ア
パ
ー
ト

を
借
り
る
時
の
身
元
保
証
人
に
困
り
ま

す
。
ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に

も
困
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

各
種
職
能
団
体
や
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

企
業
等
と
協
議
を
重
ね
、
平
成
27
年
４

月
か
ら
結
い
の
手
の
事
業
を
ス
タ
ー
ト

し
、
終
結
ケ
ー
ス
を
含
め
70
名
以
上
の

身
元
保
証
や
金
銭
管
理
サ
ポ
ー
ト
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

あ
き
た
結
い
ネ
ッ
ト
は
法
人
設
立
か

ら
６
年
の
間
に
、
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
に

必
要
な
社
会
資
源
（
シ
ェ
ル
タ
ー
整

備
、
日
用
品
・
衣
類
の
提
供
等
）
の
開

発
も
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。
住
む
場
所

の
課
題
の
次
に
私
た
ち
が
目
指
す
も
の

は
、「
働
け
る
場
」
を
通
し
た
居
場
所
づ

く
り
で
す
。
病
気
や
障
が
い
が
あ
っ
て

も
、
子
育
て
中
や
ホ
ー
ム
レ
ス
で
あ
っ

て
も
、「
働
き
た
い
」
と
い
う
意
欲
の
あ

る
人
た
ち
が
、
い
つ
で
も
輝
け
る
場
所
。

制
度
の
枠
を
越
え
て
誰
も
が
集
え
る
場

所
を
、
私
た
ち
は
創
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。（
特
定
非
営
利
活
動
法

人
あ
き
た
結
い
ネ
ッ
ト 

理
事
長 

坂
下 

美
渉
）

〜
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
　あ
き
た
結
い
ネ
ッ
ト
〜

「
諦
め
な
い
精
神
」か
ら

　
　生
ま
れ
た
取
組
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
視
点

あきた結いネットの職員
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いきいき長寿あきた 2019 ねんりんピック
　　～福祉 ･文化のつどい～を開催します !

いきいき長寿あきた 2019 ねんりんピック～福祉 ･ 文化のつどい～は、高齢者が元気で充
実した生活ができるよう、「元気にとしょる」をスローガンに高齢者の趣味創作活動の成果
を発表する場を設け、生きがい・健康づくりや社会参加活動を促進することによって、健康
寿命日本一をめざすことを目的に開催するものです。

開 催 日　　令和元年11月3日（日）　10：00 ～ 15：00
会 　 場　　秋田拠点センターアルヴェ　2階　多目的ホール
　　　　　　　〒010-8506　秋田市東通仲町4‒1
　　　　　　　　　　　　　　TEL018‒825‒3000（施設受付）
入 場 料　　無　　料　

催事内容

講　演・落　語（10：00 ～ 11：00）
　　　　　　きり亭たん方（きりてい たんぽう）氏　
　　　　　　「4代目秋田県住みます芸人」

講　　演（13：00 ～ 14：00）
　　　　　　工　藤　雄　一　　氏
　　　　　　日本ラジオ歌謡研究会会長

活動発表（11：00 ～ 12：00）
　　　　　　太極拳演舞
　　　　　　ハープ演奏　　
　　　　　　民謡演奏

活動発表（14：00 ～ 15：00）
　　　　　　ダンススポーツ披露
　　　　　　オカリナ演奏
　　　　　　体操体験　　　

問合せ先 地域福祉・生きがい振興部　生きがい・健康づくり担当
 TEL018-824-2888　FAX018-864-2742　Eメール ikigai@akitakenshakyo.or.jp
　

　　　　　　　　（秋田県看護協会　臨海地区支部）

● 血圧や握力の測定を行うとともに、健康に関する相談に応じます。

　　　　　　　　11月１日～ 11月３日の３日間（10：00 ～ 16：00　※３日は15：00まで）
●シニアの方々の作品（日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真）を展示します。

１　部　（午前）

２　部　（午後）

いきいき講演会

いきいき講演会

いきいき活動発表

いきいき活動発表

まちの保健室

ねんりん美術展

社会福祉あきた  No.352
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そのお仕事、
受託できます！ 共同受注窓口をご利用ください

秋田県共同受注窓口 tel.
　　　県　北　0186-86-5207 （フードセンターたかのす内）
　　　県　央　018-889-7001 （緑光苑内）
　　　県　南　0187-73-7021 （ありす刈和野内）
　　　事務局　018-864-2715 （秋田県社会福祉協議会内）

秋田県社会就労
センター協議会HP

https://www.selp-akita.jp/

クリーニング

PC関係作業 園芸・農業

縫製

印刷 製菓

清掃

木工

軽作業

あなたの発注が

社会就労施設で働く

障害者の

自立を支えます

【窓口の目的】
県内の社会就労施設への製品やサービスの発

注を促進し、受発注が円滑にできるように受注
体制を整え、社会就労施設で働く利用者の収入
を増やして地域で自立した生活を営めるように
支援します。

【引き受け可能な仕事】
クリーニングや印刷、軽作業、農業など、お

引き受けできる仕事はまだまだたくさんありま
す。詳しくは、秋田県共同受注窓口にお問い合
わせください。また、秋田県社会就労センター
協議会（秋田県セルプ協）のホームページでも
製品やサービスの情報をご覧いただけます。

秋田県社会就労センター協議会では県の委託を受け、令和元年度から共同受注窓口の運営を行っています。

各
拠
点
窓
口

秋田　セルプ 検索 ➡
社会福祉あきた  No.352
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あ
な
た
の
能
力
を
再
発
見
！

～
介
護
の
現
場
で
活
躍
し
ま
せ
ん
か
～

「
生
き
活
き
『
ラ
イ
フ
』
の
介
護
入
門

セ
ミ
ナ
ー
」
を
９
月
に
５
日
間
、
秋
田

県
社
会
福
祉
会
館
で
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
元
気
で
就
労
意
欲
の
高
い

中
高
年
の
方
を
対
象
に
、
介
護
に
関
す

る
基
礎
的
な
知
識
や
介
護
の
仕
事
・
職

場
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
希
望
者
に
対
し
て
は
介

護
の
職
場
へ
の
就
労
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
研
修
は
「
入
門
的
研
修
」

と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
研
修
受
講

後
、「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」
や
「
生

活
援
助
従
事
者
研
修
」
を
受
講
す
る
際

に
は
、
受
講
科
目
が
一
部
免
除
さ
れ
ま

す
。受

講
者
は
、
介
護
保
険
制
度
や
食

事
・
排
せ
つ
な
ど
の
介
護
の
基
本
的
な

方
法
、
認
知
症
に
関
す
る
講
義
を
受
け

る
と
と
も
に
、
車
い
す
な
ど
の
福
祉
用

具
の
活
用
方
法
も
実
際
に
体
験
し
ま
し

た
。

特
に
車
い
す
の
体
験
で
は
、
段
差
や

傾
斜
の
あ
る
場
所
で
の
走
行
の
難
し
さ

を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、

普
通
に
歩
く
ス
ピ
ー
ド
で
車
い
す
を

押
し
た
場
合
に
被
介
護
者
が
感
じ
る
ス

ピ
ー
ド
感
に
も
驚
い
て
い
る
よ
う
で
し

た
。い

ず
れ
の
内
容
に
も
熱
心
に
耳
を
傾

け
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
５
日
間
の
研
修
受
講
後
、
希
望
者

は
、
別
途
、
介
護
施
設
等
で
２
日
間
の

職
場
体
験
を
行
う
と
と
も
に
、
就
労
希

望
者
に
は
本
会
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

の
ス
タ
ッ
フ
が
介
護
施
設
等
と
勤
務
条

件
を
調
整
す
る
等
、
就
労
を
支
援
し
ま

す
。

　
介
護
福
祉
士
等
の
資
格
を
有
し
な
が

ら
、
家
庭
の
事
情
等
に
よ
り
離
職
し
た

方
に
対
し
て
、
再
度
介
護
現
場
で
活
躍

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
今

年
度
１
回
目
の
研
修
を
８
月
20
日
か
ら

の
２
日
間
、
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
は
、
介
護
職
の
専
門
性

と
職
業
倫
理
、
認
知
症
ケ
ア
や
高
齢
者

の
病
気
な
ど
に
関
す
る
講
義
を
通
し
て

介
護
に
関
す
る
知
識
・
技
術
を
再
確
認

し
つ
つ
、
最
近
の
福
祉
の
動
向
も
学
び

ま
す
。

長
期
間
介
護
現
場
を
離
れ
た
方
が
、

再
度
就
労
す
る
際
の
不
安
解
消
に
役
立

つ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
日
間
の
講
義
の
後
、
別
途
、
介
護

施
設
等
で
の
３
日
間
の
職
場
体
験
も
あ

り
、
本
会
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
の
研
修
修
了
者
の
介
護
施
設
等
へ
の

就
労
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

◇　
　

◇　
　

◇

ど
ち
ら
の
事
業
も
、
参
加
は
無
料
で

す
。
講
義
だ
け
の
受
講
も
大
歓
迎
で
す
。

多
数
の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
！詳

し
い
内
容
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
生
き
活
き『
ラ
イ
フ
』の
介
護
入
門
セ
ミ
ナ
ー

　
介
護
職
再
就
業
促
進
研
修

問
合
せ
先

施
設
振
興
・
人
材
・
研
修
部

　
　

県
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ （
０
１
８
）８
６
４-

２
８
８
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ （
０
１
８
）８
６
４-

２
８
７
７

社会福祉あきた  No.352
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製品に関するお問い合わせ

http://http://akitaaisen.com/

指定障がい福祉サービス
事業所
愛　仙

仙北市西木町小渕野字中関７

「
指
定
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

愛
仙
」
は
、
平
成
18
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
秋
田
ふ
く
し
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト

が
開
設
し
、
平
成
24
年
か
ら
は
社

会
福
祉
法
人
に
よ
る
運
営
に
移
行

し
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
、

生
活
介
護
事
業
、
日
中
一
時
支
援

事
業
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

事
業
と
生
活
介
護
事
業
の
利
用
者

の
皆
さ
ん
の
作
業
の
様
子
を
取
材

し
ま
し
た
。

TEL 0187-47-3001
FAX 0187-47-3008

～本会会員である障害者施設等の製品や販売
　活動をシリーズで紹介～

シリーズ

こだ わ り 品 質の

仙北市西木町の「指定障がい福祉サービス事業所
愛仙」で製作している木工製品等を御紹介します！

工
し
て
、
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

①
杉
の
板
に
鉛
筆
で
型
ど
り
し
、
②

糸
鋸
で
切
り
抜
き
、
③
職
員
が
バ
ー

ナ
ー
で
表
面
を
焼
き
付
け
た
後
に
、
④

焦
げ
を
落
と
し
、
⑤
更
に
磨
い
て
い
く

と
い
う
工
程
を
得
意
分
野
ご
と
に
分
担

し
て
作
業
し
ま
す
。

　
◆「
そ
の
人
の
特
性
」を
活
か
す

　

②
の
工
程
を
担
う
の
は
、
特
別
支
援

学
校
を
卒
業
し
、
愛
仙
に
通
う
よ
う
に

な
っ
て
２
年
目
の
利
用
者
。

　

下
絵
の
線
か
ら
ず
れ
る
こ
と
も
な

く
、
一
筆
書
き
で
猫
の
顔
を
切
り
抜
く

技
術
と
集
中
力
は
、
熟
練
の
技
の
よ

う
に
見
え
ま
し
た
が
、
こ
の
作
業
を
始

め
て
よ
う
や
く
１
年
経
つ
と
こ
ろ
だ
と

の
こ
と
。
ど
の
よ
う
に
し
て
、
そ
ん
な

に
短
期
間
で
技
術
を
身
に
着
け
た
の
で

し
ょ
う
か
？

　
「
彼
は
、
支
援
学
校
で
縫
製
の
グ
ル
ー

プ
に
所
属
し
て
い
て
、
ミ
シ
ン
の
作
業

を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
糸
鋸
と
ミ
シ

ン
は
動
き
が
似
て
い
る
の
で
、『
も
し
か

し
た
ら
で
き
る
の
で
は
な
い
か
？
』と

思
い
、
試
し
て
も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。」

　

木
工
を
担
当
す
る
田
口
朋
子
支
援
員

は
、
日
頃
の
会
話
で
聞
い
た
内
容
を
元

に
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
作
業
を
見

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

糸
鋸
作
業
を
し
て
い
た
利
用
者
は
、

今
で
は
そ
の
工
程
を
自
分
の
役
割
と
し

て
自
信
を
持
っ
て
作
業
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
ほ
か
に
も
、
絵
を
描
く

の
が
好
き
な
利
用
者
に
試
し
に
描
い
て

も
ら
っ
た
パ
ズ
ル
の
図
案
が
製
品
に
繋

が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
特
性
を
見
る

た
め
、
す
べ
て
の
工
程
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
も
ら
い
、
そ
の
時
の
様
子
や
、
普

段
の
気
づ
き
を
元
に
分
担
を
決
め
ま

す
。

　

利
用
者
の「
能
力
」を
引
き
出
し
、
作

業
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
が
支
援

員
の
役
割
。
そ
し
て
、
も
の
づ
く
り
を

通
し
て
、
利
用
者
も
、
支
援
員
も
、
人

と
し
て
成
長
し
て
い
く
。「
も
の
づ
く
り

は
、
ひ
と
づ
く
り
」だ
と
久
米
理
事
長
は

考
え
て
い
ま
す
。

　
◆
大
切
な
の
は「
マ
ッ
チ
ン
グ
」

　

事
業
所
で
は
、
障
害
者
の
農
業
参
加

「
農
福
連
携
」の
取
組
み
も
行
っ
て
い
ま

す
。
人
手
不
足
に
悩
む
生
産
農
家
と
、

就
労
機
会
の
確
保
を
目
指
す
事
業
所
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
の
は
市
で
し
た
。

　

一
方
、
様
々
な
事
業
を
通
し
て
、
障

害
者
の
理
解
に
つ
な
げ
る
こ
と
、「
こ
ん

な
こ
と
も
で
き
る
ん
だ
」と
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
事
業
所
の
大
事
な
役
割
だ

と
、
愛
仙
で
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
◆
秋
田
杉
の
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り

　

明
る
い
作
業
室
で
は
、
利
用
者
の
身

長
ほ
ど
も
あ
る
長
い
秋
田
杉
の
板
を
加

コースターの形は、桜や犬、カエルなど、
たくさんの種類があります。この日に製
作されていたのは猫の顔。

「ねこパズル」
利用者のアイデアが詰まった作品
は、平成 27 年度の県障害者福祉展

（知的部門）で県知事賞を受賞！

平成 28 年度の県障害者福祉展
種別会長賞を受賞した「秋田の
いいとこどりパズル」も、利用
者がアイデアを出し合いまし
た。

社会福祉あきた  No.352
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皆

様

の

善

意

　
令
和
元
年
８
月
及
び
９
月
に
、
皆

様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
善
意
を

紹
介
し
ま
す
。

◎
善
意
銀
行
へ
の
ご
寄
附
◎

・
そ
ご
う
・
西
武
労
働
組
合
秋
田
支
部	

様

４
，
０
７
１
円

・
社
会
福
祉
法
人
遊
心
苑	

様
	

９
，
０
０
０
円

◎
物
品
預
託
◎

・
北
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社　

様

　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド（
自
走
式
）車
椅
子	

10
台

　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド（
介
助
式
）車
椅
子	

５
台

　

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
車
椅
子	

５
台

　
　

県
内
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

	

２
ヶ
所

　
　

県
内
老
人
福
祉
施
設	

12
ヶ
所

　
　

県
内
障
害
福
祉
施
設	

４
ヶ
所

　
　

県
内
そ
の
他
福
祉
施
設	

２
ヶ
所

　

・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
湯
沢
関
口
店	

様

７
，
３
１
０
円

　

・
秋
田
春
光
懇
話
会	

様

４
０
，
８
０
７
円

　

・
秋
田
県
自
動
車
販
売
店
協
会	

様

４
０
，
０
２
０
円

　

・
日
本
製
紙
労
働
組
合

　
　
　

秋
田
支
部
青
年
女
性
部	

様

３
６
，
５
０
５
円

　
善
意
の
募
集
に
つ
い
て

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体
の

皆
様
か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
善
意
銀
行

　

本
会
で
は
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご

寄
附
を
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の

事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
車
椅
子(

未
使
用
品)

や
音
楽
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
の
招
待
券
な
ど
、
物
品
を

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
場
合
は
、
寄
附
者
の

希
望
を
お
伺
い
し
な
が
ら
、
県
内
の
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
や
社
会
福
祉
施
設
・

団
体
等
に
配
分
し
て
お
り
ま
す
。

　
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業

　

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
は
、
交
通
・

労
働
・
自
然
災
害
に
よ
り
、
父
や
母
が
亡

く
な
っ
た
り
、
重
い
障
害
を
受
け
た
場
合
、

義
務
教
育
修
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い

・	

生
命
保
険
協
会
秋
田
県
協
会	

様

　
〈
福
祉
巡
回
車
〉（
軽
自
動
車
）　

　
　

	

社
会
福
祉
法
人
美
郷
町
社
会
福
祉

協
議
会　

	

様

　
〈
ふ
れ
あ
い
福
祉
募
金
〉（
各
10
万
円
）

　
　

	

特
定
非
営
利
活
動
法
人
青
垣

　
　
　

フ
リ
ー
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
青
垣	

様

　
　

	

特
定
非
営
利
活
動
法
人
友
心

　
　
　

障
害
福
祉
施
設　

こ
こ
ろ	

様

　
　

	

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ホ
ー
プ
・
フ
ル

　
　
　

障
害
就
労
支
援
事
業
秋
田
の
う
さ
ん	

様

　
　

	

特
定
非
営
利
活
動
法
人
大
曲
ふ
れ
あ
い
会

　
　
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い	

様

　
　

	

特
定
非
営
利
活
動
法
人
い
な
り
福
祉
会

　
　
　

障
害
者
就
労
支
援
施
設
す
み
れ　

様

	

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の
ご
寄
附
◎

　

・
株
式
会
社
マ
ス
タ
ー
ピ
ー
ス	
様

１
４
３
，
２
０
０
円

る
保
護
者
に
、
基
金
の
運
用
益
と
、
皆
様

の
善
意
に
よ
る
寄
附
金
で
、
見
舞
金
や
激

励
金
、
入
学
・
卒
業
祝
金
の
給
付
金
を
支

給
す
る
事
業
で
す
。

　

子
ど
も
達
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
、
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

秋
田
魁
新
報
社
を
通
じ
て
ご
寄
附
い
た
だ

け
る
場
合

　

本
社
ま
た
は
各
支
局
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
秋
田
魁
新
報
「
善
意
」
の
欄
に
掲

載
さ
れ
ま
す
。

銀
行
か
ら
振
込
み
で
ご
寄
附
い
た
だ
け
る
場
合

【
善
意
銀
行
へ
の
ご
寄
附
】

　

秋
田
銀
行
の
窓
口
で
専
用
振
込
用
紙
で

手
数
料
無
料
の
振
込
が
で
き
ま
す
。

　

秋
田
銀
行
本
店
（
普
通
）
４
７
８
３
９
９

口
座
名
義
は

　

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会　

で
す
。

【
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の
ご
寄
附
】

　

秋
田
銀
行
、
北
都
銀
行
の
窓
口
で
専
用
振

込
用
紙
で
手
数
料
無
料
の
振
込
が
で
き
ま
す
。

　

秋
田
銀
行
本
店
（
普
通
）
１
０
０
１
３
５
６

　

北
都
銀
行
本
店
（
普
通
）
６
３
５
４
１
２
４

　

口
座
名
義
は

　

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会　

で
す
。

詳
し
く
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

北日本コンピューターサービス株式会社　様

生命保険協会秋田県協会　様株式会社マスターピース　様
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

事故・紛争円満解決のために事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために ホームページでも内容を紹介しています
http://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護師賠償責任保険、個人情報取扱事業者
賠償責任保険、動産総合保険、費用・利益保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償　　❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償

❷ 施設職員の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）
見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）

基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

施設送迎車に搭乗中のケガに対し、プラン２‒❶、❷の
傷害保険や自動車保険などとは関係なく補償

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償

 ●看護師の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

保険期間１年、職種級別Ａ級（10口まで加入できます）

保険期間１年、職種級別Ａ級（10口まで加入できます）

❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

❶ 施設職員の労災上乗せ補償　
　 ●オプション：使用者賠償責任補償
❸ 施設職員の感染症罹患事故補償

〈SJNK18-14801 2019.2.1作成〉

施設職員の補償プラン33 （労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険）

社会福祉法人役員等の補償プラン44 （賠償責任保険）

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

1事故10万円限度 1事故10万円限度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。） 受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険期間１年

1 口あたりの補償額
死亡保険金 100万円

定員１人 1 口あたり
❶入所型施設利用者 1,310円
❷通所型施設利用者 990円後遺障害保険金 程度に応じて死亡保険金額の4～100%

入院保険金（１日あたり） 800円

手術保険金 入院中の手術：入院保険金日額の10倍
　外来の手術：入院保険金日額の5倍

通院保険金（１日あたり） 500円

▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

1 口あたりの補償額

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ

死亡保険金

1事故・期間中

140万円
定員１人 1 口あたり

施設役員・職員
1 名 1 口あたり 3円（１日あたり）後遺障害保険金 程度に応じて死亡保険金額の4～100%

入院保険金（１日あたり） 1,500円

5,000万円 1億円 3億円

手術保険金 入院中の手術：入院保険金日額の10倍
　外来の手術：入院保険金日額の5倍

通院保険金（１日あたり） 600円

▶保険金額

▶保険金額

▶年額保険料（掛金）

平成31年度

改定

改定

改定

改定

新設

社会福祉あきた  No.352
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今年度の共同募金運動には、新しく「あ
りがとうステッカー」が登場しました。

地域によっ
て、今までの
赤い羽根の代
わりに、ご協
力のお礼とし
てお渡しする
ものです。

２
０
１
９
年
10
月
号　

令
和
元
年
10
月
30
日

　

発　

行
／
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

秋
田
県
秋
田
市
旭
北
栄
町
１
番
５
号

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
）
８
６
４

－

２
７
１
１

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
１
８
）
８
６
４

－

２
７
０
２

運動期間 令和元年10月1日（火）～令和2年3月31日（火）
令和元年度秋田県キャッチコピー

令和へと 受け継ぎ つながる赤い羽根
（八郎潟町立八郎潟中学校 2 年 菅原 都子さん）

令和元年度共同募金運動啓発ポスター

令和元年度秋田県募金目標額
198,952,267円

い
つ
も
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
県
民
の
皆
様
の
あ
た
た

か
い
思
い
や
り
に
支
え
ら
れ
、
第
73
回
赤

い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、「
じ
ぶ
ん

の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
。」
と
表
現
さ
れ

る
よ
う
に
、
各
地
域
で
実
施
さ
れ
、
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
主
に
そ
の
地
域

の
福
祉
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

令
和
の
時
代
も
、
皆
様
の
思
い
や
り
が

つ
な
が
り
、
地
域
に
や
さ
し
さ
の
輪
が
広

が
り
ま
す
よ
う
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あなたの町の社会福祉協議会の活動に …… 45.2%

あなたの町の福祉団体やNPOの活動に …… 17.6%

あなたの町で運動を進めるための経費に…… 6.5%

秋田県内の広域的・先駆的な福祉活動に…… 6.1%

災害等準備金の積立や災害時の緊急配分金に … 6.6%

秋田県全体で運動を進めるための経費に … 18.0%

助成計画の詳細については、本会ホームページをご覧ください。

NHK歳末たすけあいの助成団体を募集します
　今年も12月1日からNHK歳末たすけあい運動を実施します。

この運動による県民の皆さまからの募金をもとに、県内で
活動する団体が、地域における孤立防止を目的に冬期間実施
する事業に対し助成します。

助成の概要、申請方法等の詳細については、11 月中旬に秋
田県共同募金会ホームページに掲載予定です。

～過去にはこんな事業に使われました ! ～
・子どもから高齢者までみんなが集えるイベントの開催
・無償の学習室に通う子ども達とのクリスマス会の開催
・介護者リフレッシュ体験交流事業　など

社会福祉法人秋田県共同募金会
http://www.akaihane-akita.or.jp/

赤い羽根　あきた 検索 ➡

【助成計画の概要】
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